
災害時に
逃げ遅れないために

過去の大きな災害では、高齢者や障がいのある方の
被害数が一般の方々より多く見受けられました。災害が
発生した後に、どこへどうやって避難するかを考えていては
逃げ遅れるかもしれません。日頃から避難の手助けをして
くれる方や避難場所を決めておくことが大切です。
　都島区では、災害時に自ら避難することが困難な方々
一人ひとりに合わせた避難方法を決めておく「個別避難計
画」の作成をすすめています。

個別避難計画
という備え

個別避難計画という備え
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　災害が発生した際に、ひとりでは安全な場所に避難すること
が困難な方に対して、避難先や避難を支援する方などを記載し
たものです。
　近くに住んでいる家族や親せき、近隣の方などのサポ－トを
受け、逃げ遅れないように備えておきましょう。

【注意】避難を支援する方は必ず避難支援できるとは限りません。
法的な責任や義務を負うものではありません。

個別避難計画って何？



個別避難計画という備え

これが個別避 難計画だよ！

●●地域

ミヤコジマ　タロウ

ミヤコジマ　イチロウ

キョウバシ　ジロウ

京橋　次郎
✓

✓ ✓

●●

●● ●● ●●

●● ●●
●●都島　太郎

都島　一郎

1 時間 寝室押入

車イスでの移動が必要

耳が聞こえにくい

長男

自力での避難移動が難しいため

訪問前には、 電話連絡をしてから。

●● ●●

一人暮らし
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1.5

2

1

リビング

インスリン

糖尿病

車イス

●●公園 淀川河川敷

●●ビル●●小学校

リビングの隣

同居家族無し●●町会

06-XXXX-XXXX

大阪市都島区●●町●－△－●

大阪市都島区△△町△－△－●

大阪市都島区●●町●－●－●

XXXXXX@●●●.ne.jp
080-XXXX-XXXX

06-XXXX-XXXX 080-XXXX-XXXX

●●内科
●●整形外科

桜ノ宮ケアセンター　桜宮　花子

中野サービス　中野　勇

避難支援を必要とする
具体的な理由を記載します。

お住まいの場所の被害想定
を記載します。

災害時に安否確認をしやす
くするために記載します。

防災マップや水害ハザード
マップを参考に、避難場所を
記載します。

避難時に必要となる配慮を
記載します。

避難所生活で配慮が必要な
こと（食事でのアレルギーや
疾患があるなど）があれば記
載します。

災害時に落ち着いて避難で
きるよう、あらかじめ自宅か
ら避難場所までの簡単な経
路を記載します。わかりやす
い目印があればあわせて記
載します。

緊急時に連絡する必要があ
る家族や親戚、友人、近所の
人などを記載します。

かかりつけ医や福祉サービ
スを利用している場合に記
載します。

避難支援（安否確認）を行
える可能性がある人を記載
します。
避難支援（安否確認）者が
個人の場合は、個人の情報
を記載します。
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介護が必要な方、日常生活に支援
が必要な方、医療機器が常に必要
な方です。

どういった方が対象なの？Q
A 災害時は、支援者も被災し、支援

活動ができないことも考えられま
すので、必ずお約束するものでは
ありません。

必ず助けが来てくれるの？Q
A災害発生時に個別避難計画に記

載されていることに基づき安否確
認をし、必要があれば安全な場所
への避難を支援します。

※詳しく知りたい方は、下のリンクか
電話でお問い合わせください。

どんな支援が受けられるの？Q
A

都島区役所防災担当
a06-6882-9902


